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よそ 3 つに分類できる。1 つ目は、防災祈願や水害
からの復旧を願って建立されたり、植樹されたりし
たもので、3 つのうちで一番多く見られる。神社が 2












































写 真 ２ ： 蜊 江 神
社付近の野洲川
旧南流の石垣の


















































































































































































































津町保津新田の 2 か所。8 月末までに各調査地で 40
回ずつ行った調査で記録した鳥類は計 42 種、9368













図１. 曽我部町と保津町における時間毎の出現個体数上位 3種 
写真３：保津町の電線で撮影
したモズ。10 月から 11 月にか
けて、高鳴きがよく聞かれる
（2009 年 10 月 20 日撮影）。 
写真４：保津町で撮影したア
オサギ。刈り取り後の水田に












4 月 12 日撮影）。 
催しのご案内 
 
■第 17 回 定例研究会 
１．日時：平成 21 年 11 月 27 日（金）16:00～19:00 
２．場所：守山 FS（滋賀県守山市梅田町 12-32） 
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